雑記帳　　　『初志』　　　　　　　　　　高野　獨減
　　　　　　　　　　　　　　　　自二〇〇五（平成十七）年一月一日
                                至二〇〇五（平成十七）年十二月三十一日
二〇〇五（平成十七）年一月一日　土曜日　元日　七八一七
　平成十七年は、酉年である。吾輩の年である。

  五人で自転車で××に行く。

　
一月二日　日曜日  七八一八  

  ××に行く。

一月三日　月曜日  七八一九

  日中部屋の掃除や整理をしていた。掃除が年末でなく、新年にずれ込んでしまった。

××、×××と××××××で買い物、旅行などの写真現像した。

津波の被害がいかに酷いか、日々伝わってくる。

一月四日　火曜日  七八二〇

  保育園、会社。仕事始めでいきなり十時過ぎまで仕事。

  インターネットで保険の継続手続きをやった。

一月五日　水曜日  七八二一

  夏目漱石のドラマをやっていたが、今日が夏目漱石の誕生日だからだろうか。

  今日は、築地で新年会があった。

一月六日  木曜日  七八二二

  昼は、四五六と、ずっと××で食べている。

今日も忙しい。

顕現節。クリスマスオラトリオの第六部を聴く。

一月七日  金曜日  七八二三

  ×××××。だったん人とブラームス第4番。

一月八日  土曜日  七八二四

  ××と音楽教室。それから、×××の餅つき大会に合流した。

  餅つきが終わると、××は××とバイオリンに行き、その間×××、×と家に居て、××たちの帰宅後、会社に行った。

  そして、十一時頃まで仕事していた。

一月九日　日曜日  七八二五

  初詣。まず××八幡宮、そして、××不動尊。不動尊は中まで入った。以前は××は太鼓とほら貝を聴いて泣いたものだったが、今では、｢心臓がどきどきする。｣と言うものの、泣いたりはしない。×と×××も平気なようだ。

  それから都営大江戸線と浅草線で初めて泉岳寺に行った。夕方駅の近くで食事した。

  今日は、大河ドラマ『義経』（NHK）が初回。××さんの妹さんの名が脚本協力として出ていた。××は早速影響を受けてひよどり越えの真似していた。

　
一月十日　月曜日  成人の日  七八二六

  ユニクロに寄ってから、森下で×××の練習。モルダウ、ドボルザーク第７番とチェロ協奏曲。
  夕食は、サイゼリア。そのあと、一人で××××××で買い物をした。

一月十一日  火曜日  七八二七

  午前様帰り。

一月十二日  水曜日  七八二八

  午前一時半まで仕事。午前二時十分帰宅。ドイツ出張の話を聞いた。

  ××××さんが肺炎で急に亡くなったと聞いた。

一月十三日　木曜日  七八二九

  ×××交響楽団でマーラー第三番の練習。

一月十四日  金曜日  七八三〇

  結局来週ドイツに行く事になった。

一月十五日　土曜日  七八三一

  ××音楽教室。×××××練習と定例会。

一月十六日  日曜日  七八三二

  ルフトハンザはかなり混んでいた。英語の本などを買って出発。『義経』は録画し忘れ。

  フランクフルト到着は午後三時ごろ。列車でオーバーウアゼルのメーベンピックホテルに入る。ちょっとしてから列車でフランクフルトに舞い戻った。町中を歩く。バッハのカンタータなどの演奏の広告を教会で見つけるが日が合わない。

  アルトザクセンで一九九〇年に泊まったユーゲントハウスを見た。十五年ぶりだ。

  市庁舎の建物のレストランでグリューネゾーセと肉を食べた。

一月十七日  月曜日  七八三三

  スイス人の同僚とクロンベルクの××××××へ行く。そこでスイス人、ドイツ人、オーストリア人、イギリス人、アメリカ人と働いた。夜は遅くなり、三人でマクドナルドで食べた。

一月十八日  火曜日  七八三四

  朝は食べなかった。昼は昨日同様、大皿のサラダを食べたが、朝を食べなかったお陰で全部平らげる事が出来た。

  今日も夜遅く迄会議があり、皆でピザを取って食べた。

一月十九日  水曜日  七八三五

  今日は朝は食べた。昼はライトランチという、少な目のやつにしたが、それでも多かった。

  隣にフランス語を話すスイス人が座っているが、この人は今回のプロジェクトには全然関係の無い人である。どこに座っても良い事になっているのがここの面白いところだ。また、ペットボトルも珈琲も飲み放題なのだ。

  夜は食べなかった。

一月二十日  木曜日  七八三六

  ××の五歳の誕生日。

  最後の日ともなると、気楽だが、それでも仕事は夜中まで続いた。結局毎日帰りは深夜タクシーだった。タクシーのおじさんとも色々話した。

  今回の出張で、忘却のかなたに捨て去られていた我がドイツ語が、結構使える事を発見した。

一月二十一日  金曜日  七八三七

  帰国日。朝食をゆっくり食べた。列車を乗り継いでフランクフルト空港に行く。

  空港でチョコレートを買う。機内では、ドイツ人家族と隣り合わせ、大いに語った。特に、おじさんが奇遇にも××××××××××××のファンだったので、多いに盛り上った。

  茨城沖辺りから見た富士山は奇麗だった。

一月二十二日  土曜日  七八三八

  成田到着。京成と大江戸線で帰宅。××××に着いた時、丁度音楽教室の終わる時間だったので、家族と会い、そのまま、久しぶりにジョナサンで昼食を食べた。

  ××のバイオリン教室の後、××××を通りかかったら、東西線四十周年の催しをやっていて、見学した。線路内に入れるのが良かったし、歴代の車両が並んでいた。

  母がプレゼントをくれた。

  『美しき日々』。

一月二十三日  日曜日  七八三九

  ××××に行った。下水管の点検があったので、一旦帰宅しなければならなかった。そのあと、×××××で××の自転車の練習もした。

  『義経』。

一月二十四日  月曜日  七八四〇

  今日から三日間国際会議だ。今日は夜十一時半まで。昼も夜もイタリアン。

一月二十五日  火曜日  七八四一

今日も夜十一時半まで。

一月二十六日  水曜日  七八四二

  今日はまとめの大会議があって、多くの人が帰ったので、ちょっとした打ち上げを数名で行った。

一月二十七日  木曜日  七八四三

  ×××交響楽団でマーラーの練習に出た。

一月二十八日　金曜日  七八四四

  ×××××で練習と弓合わせの集まり。『特命係長只野仁』（テレビ朝日）。

一月二十九日  土曜日  七八四五

  音楽教室に子供三人連れて行く。

  またもや×××交響楽団でマーラーの練習。

一月三十日  日曜日  七八四六

  ×××は出ないで子供たちと遊んだ。××は上司たちとパーティー。

  ××は自転車にもう乗れそうだ。×も一人で三輪車に乗れるようになった。工具を××から借りてきて、××の自転車の補助輪を斜めにした。

  『義経』。

一月三十一日  月曜日  七八四七

  また帰宅が十二時近くだ。

二月一日  火曜日  七八四八

  もう二月になってしまった。色々な事が重複して仕事も忙しい。
二月二日  水曜日  七八四九

  今日も第二営業日で今年度初めての締めなので、忙しい。
二月三日  木曜日  七八五〇

  ×××××。豆まき。
二月四日  金曜日  七八五一

  夜遅く帰宅して、選曲のメール。

二月五日  土曜日  七八五二

××は音楽教室。××は出勤。

×××交響楽団本番で××ゼロ。×××指揮。

マーラー交響曲第三番。

夕食はベローチェで食べた。『美しき日々』。

二月六日　日曜日  七八五三

  ×××の練習が×××であり、出た。

  ××××××。『義経』。

二月七日  月曜日  七八五四

  ××発熱。午前半休を取り、聖路加に連れて行った。小児科が旧館に移っていた。

  ××薬局でいつも話題に上っている『うしわかまる』のビデオを見た。

  午後は十一時近くまで仕事。
二月八日  火曜日  七八五五

  ××じいじが××を見てくれた。吾輩はシッターさんの家に×××のお迎え。

二月九日  水曜日  七八五六

  今日は××と××が休みを取った。

  午後からオーストリア人が来て会議。

二月十日　木曜日  七八五七

一日中会議で×××××の練習には出られなかったが、×××での選曲会議には出られた。そこでやっと日本語で話し合いが出来た。  
二月十一日  金曜日  建国記念の日  七八五八

  ××公園で、××の保育園の友達親子で集まった。××がもう大分自転車に乗れる。もう補助輪をとっても大丈夫だろう。

  昼食は皆でバーミヤン。その後、×××××でまた遊んだ。

  『特命係長只野仁』。
二月十二日  土曜日  七八五九

  ××が××とバイオリン教室に行っている間に、×××と親水公園で遊んだ。

  それから、×××の×××の練習に出た。

  ××にはもう十分の一のバイオリンが必要だという事で、お茶の水の××××××に買いに行った。良い楽器が買えた。ここでは以前、ゲオルク・クローツの兄弟楽器を見掛けているので、気になる店なのである。

  そのあと銀座の××××で楽譜やカンタータのＣＤを買った。夕食はサイゼリア。

二月十三日  日曜日  七八六〇

多摩のサンリオピューロランドに初めて行った。×××が張り切っていた。今まで青梅鉄道公園など、男の子向きの場所が多かったといえるが、今日はまさに×××のための場所だ。   

マクドナルドで食べた。

『義経』。

自分で散髪してみた。ついでに×××も散髪した。 
二月十四日  月曜日  七八六一

今日も散髪を更にしてみた。さっぱりした。去年のこの日は実にびっくりしたのだった。

二月十五日  火曜日  七八六二

  ミラを車検に出して、ネイキッドを代車として借りた。

二月十六日　水曜日  七八六三

  夜、車検を終えたミラを受け取った。

  何故か、二〇〇二年頃××××××で見掛けたゲオルク・クローツの兄弟楽器の事が気に掛かった。

二月十七日  木曜日  七八六四

  ×××××。前プロ投票で、フォーレのパバーヌに決定した。  

二月十八日  金曜日  七八六五

  『特命係長只野仁』。

二月十九日  土曜日  七八六六

  ×××音楽教室。××で定例会と、保育園に迎えに行った後、練習にも出た。
二月二十日  日曜日  七八六七

  森下で×××。ラスト３。

二月二十一日  月曜日  七八六八

  休暇を取って確定申告書類を作成。税務署と法務局にも行ったが、役所の昼休みにぶつかり、両方とも駄目だった。

  家族で浅草花屋敷に行った。夕食は×××デニーズ。

二月二十二日  火曜日  七八六九

  ×が発熱。
二月二十三日  水曜日  七八七〇

  夜、膝が、がくがくしてくる。

二月二十四日  木曜日  七八七一

  クラシック倶楽部では曽根麻矢子。

  午前半休をとって、×××を××医院に連れて行った。ついでに自分も見てもらった。かなり熱がある。

  会社に行って帰宅した後、三十九度を超えていた。

二月二十五日  金曜日  七八七二

  ×××、病児シッターを頼んだ。

  ×××××分奏。『只野仁』。 

二月二十六日  土曜日  七八七三

  音楽教室。××がふたたび×××を××医院に連れて行った。

  ビデオなど見て過ごした。『美しき日々』。

二月二十七日  日曜日  七八七四

朝、××のバイオリンレッスンで落として駒が割れたらしい。買ったばかりのバイオリンなのに。

××で×××。ラスト２。××××バイオリンに××のバイオリンを出しに行く。

二月二十八日  月曜日  七八七五

  夜十一時半頃帰宅。
三月一日  火曜日  七八七六

  夜、××××でラーメンを食べた。

三月二日  水曜日  七八七七

  午前中CFOと会議があった。昼は××××寿司。 

三月三日　木曜日  七八七八

  昼は｢××××｣、夜はバーミヤン。

三月四日  金曜日  七八七九

  ×××××。×発熱。

  『只野仁』。
三月五日  土曜日  七八八〇

音楽教室、××××バイオリン、××町××バイオリン、××バイオリン教室見学、オリンピックで買い物（新しい財布含む）、バーミヤンで食事、葛飾で×××の練習、と回った。『美しき日々』も。

三月六日  日曜日  七八八一

  ×××本番。

葛飾シンフォニーヒルズ。指揮××××氏。

スメタナ 『我が祖国』より｢モルダウ｣

ドボルザーク チェロ協奏曲 チェロ独奏××××氏。

ドボルザーク 交響曲第七番。

アンコールはスラブ舞曲第二番。

打ち上げには出ないで帰って来たが、両親と××氏と喫茶店に寄った。

『義経』。東京大空襲のドキュメンタリー番組を見た。

三月七日  月曜日  七八八二

  夜中零時に帰宅。

三月八日  火曜日  七八八三

  静岡出張。十時半帰宅。

三月九日  水曜日  七八八四

  今日また××××で食べた。ついついここで食べてしまう。食べるとちょっと後悔する。
三月十日  木曜日  七八八五

東京大空襲六十周年。

半休を取って、確定申告と法務局を回り、更に時間が合ったので、銀座でバッハシーディーを購入した。

三月十一日  金曜日  七八八六

  忙しさのため、×××××を欠席。

　
三月十二日　土曜日  七八八七

  二週間前のように、熱が出てくる。

  ××の音楽教室には付き合う。××××××で××の発表会用の服装を調える。
三月十三日  日曜日  七八八八

  ××××××××××××に初めて参加。第七五番、第一六九番。東神田。雪が降っており、寒かった。また熱も出ていたので、大変だった。

  『義経』。
三月十四日  月曜日  七八八九

  小船が大波をかぶる夢を見た。先日大きな観光船が大波に乗り上げる夢を見たばかりだ。

  ホワイトデーのお返し。年金関係説明会。熱が出ているのに、帰宅は零時半。

三月十五日  火曜日  七八九〇

  ××、××が休み。

  ヤフー掲示板『バッハについて語りましょう』が消えていた。

  帰宅十一時半。

  今月は×××××にも出られそうも無い。エキストラも無理だ。その旨連絡する。

三月十六日  水曜日  七八九一

  ××はまだ熱が出ている。

  帰宅後自分のホームページに掲示板をつけ、『バッハについて語りましょう』を惜しむ事にした。  

三月十七日  木曜日  七八九二

××はほぼ治ったが休み、代りに××がインフルエンザに罹った。××から応援に来てくれる。吾輩はいつも帰りが零時過ぎである。

三月十八日  金曜日  七八九三

  ×××××分奏だったが、欠席。

三月十九日  土曜日  七八九四

  音楽教室と××バイオリンに行ってから、会社。帰宅はタクシーで夜中の一時半頃。

三月二十日  日曜日  七八九五

  春分の日。棕櫚の主日。××はインフルエンザで寝ているので、××と×××を××町の東西線の公園に初めて連れて行き、×はそのあと、×××××で三輪車に乗せた。

  ××では、かつて子供の頃毎週野球のグランドから見ていた工場を再発見した。当時の思い出が半分くらい蘇って来た。

  当時はもっとこの辺は荒れていて、人目につかなかったので、野球などができたのだ。毎週弁当を持ってここに集まって来たのだった。

  工場の周りを車で走ってみた。青い空。晴れた中で走ると、ここは一瞬日本ではないかのような錯覚に陥る。少なくとも、東京だとは思えない。しかし、大通りに戻ると、やはりここは東京なのだった。不思議な場所である。また、これに気がついていなかったのは不覚であった。

三月二十一日  振替休日  月曜日  七八九六

  バッハ生誕三二〇周年。

  亀戸カメリアプラザで××の音楽教室の発表会に全員で行った。××も調子が良くなったのだ。

  ××は『みつばちマーチ』を弾いたり、『星の子キララ』を踊り、『手のひらを太陽に』を歌った。

  亀戸のデニーズで食事をした後、また、昨日の東西線の公園に行った。犬がたくさん居て、特に×××が犬の近くに行きたがる。

三月二十二日  火曜日  七八九七

『バッハについて語りましょう』をある人が保存していてくれていた。有り難い事である。二〇〇三年の九月までなので、吾輩の再登場の大分前なのが欲を言えば惜しい。

終電の一つ前で帰宅。

三月二十三日  水曜日  七八九八

  朝健康診断。今回から、外部で受けるようになった。夜中零時まで仕事。

三月二十四日  木曜日  七八九九

  両親の結婚記念日。

  保育料など、色々支払うものを支払う。今日も終電の一つ前。
三月二十五日  金曜日  七九〇〇

  聖金曜日。ドイツ語でKarfreitag と言うのだそうだ。アンドレアスが教えてくれた。午前二時半まで仕事をし、タクシーで帰宅した。

  掲示板に二名より反応があった。
三月二十六日  土曜日  七九〇一

  ×××保育園卒園式。××は送り出す側で参加。

  ｢さよなら、僕たちの保育園･･･｣を歌った時が、彼らにとって、六年も通った保育園との本当のさよならなんだと思うと、涙が出て来た。歩けなかった赤ちゃんがもう六歳になっているのだ。

  ××のバイオリン教室に付き添って、その後会社に行った。今の教室と先生は、今日でお仕舞いとなる。

  深夜に帰宅して『美しき日々』は録画で見る。

三月二十七日  日曜日  七九〇二

  Osterfesttag 

  夜、××町で弦練を行った。子供達が居たので、全部は弾けなかった。

  『義経』。
三月二十八日  月曜日  七九〇三

  久しぶりに×××でダウンした。会社は全休。

三月二十九日  火曜日  七九〇四

  午前半休。午後何とか会社に行き、結局十一時十五分まで仕事した。×××××は××は出る。
三月三十日  水曜日  七九〇五

  ××響に××が出る。吾輩は、十時半まで仕事。
三月三十一日  木曜日  七九〇六

  ×××に四月のことを連絡。進級式などがあるので、色々振り替えることにする。

  今日は途中で腹痛もしたが、午後九時半まで仕事をした。
四月一日  金曜日  七九〇七

  午前二時半まで仕事をした。最近は流石に外国人もたくさん残って居る。

四月二日  土曜日  七九〇八

  ×××に××を連れて行く。それから会社に。×××××は二人とも欠席。××は夜、××響本番。

  吾輩は大走りで一度××××に戻り、保育園に子供たちを迎えに行った。そして、家で××の帰りをひたすら待ち、夜の十一時ごろ、車で会社に行って、また仕事であった。午前三時半頃まで仕事。車で帰って来ると、道路がすいているので、会社から家まではすぐであった。

四月三日  日曜日  七九〇九

  朝車の中でバッハのカンタータ第一四七番などをラジオで聴いた。

九時半から仕事。明日から新システムを稼動させるので、午前四時まで掛かった。帰路雨が降っていた。
四月四日  月曜日  七九一〇

  今日は、午後五時から新システム稼動の小パーティーがあった。

  録画しておいた『義経』を見た。

四月五日　火曜日  七九一一

  昼は××××寿司、夜はチャーシュー家××××。

  十時四十五分まで仕事。

  カンタータ第4,6,67番という、復活節シリーズを聴いた。

四月六日　水曜日  七九一二

  ××小学校初め、多くが桜の中、入学式である。自分の時のことを思い出した。あの時も、桜が満開で、××不動尊で桜の下、母に写真を撮ってもらった覚えがある。また、入学式で、遅く着いて、違うクラスに紛れ込んでしまった記憶も鮮明だ。あれから既に三十年近い。

  昼、××××、夜マック。朝CFOが来て会議。夜十一時十五分まで仕事。『美しき日々』最終回録画見る。
四月七日  木曜日  七九一三

  桜がかなり咲いて満開に近い。

  今日は十二時半まで仕事。××××バーミヤンで食べた。

四月八日　金曜日  七九一四

  桜は満開。

  久しぶりに×××××の練習に出ることが出来た。眼鏡のネジを無くしてしまう。

  合宿の打ち合わせをした。××××に寄る。バイオリンの見学者が二名来ていた。

四月九日  土曜日  七九一五

  入園式、進級式。朝から夕方まで掛かる。眼鏡は眼鏡シティーですぐ直してもらった。

  公園で子供たちと遊び、更に××と××××××に行く。グローブをまた一組買って、みんなでキャッチボールが出来るようにした。
四月十日  日曜日  七九一六

  午前中×××××で桜吹雪の中、キャッチボールなどをした。

  午後市川文化会館で、××××××××××××の二回目の練習。

  『義経』。

四月十一日  月曜日  七九一七

  掲示板に投稿してくれた一人が、友人の××氏だと分かった。なあんだ、と言う感じで面白かった。

  夜十時まで仕事。
四月十二日  火曜日  七九一八

  作曲がぐんぐん進む夢を見た。朝、引っかけて××××××傘を遂に壊した。

『うちの子にかぎって…』一九八五年版開始二十周年記念日だ。

偶然か『うちの子にかぎって･･･』を想い返した。××××××さんのことなど、掲示板に書いてある。

帰宅後、朝五時まで掛かってメールを整理したり、パートリーダー募集のメールを打ったりした。

四月十三日  水曜日  七九一九

  昼は×××。大手町で東京江戸比較地図などを買う。カレー。

  ×××のホームページでトリオソナタなどを聴く。トリオソナタと『うちの子にかぎって･･･』、そして、蓼科が重なる。

  ×××響で知り合った横谷温泉の××氏にメールを打つ。

四月十四日  木曜日  七九二〇

    夜は、恒例の花見があった。桜はかなり散ってしまっていたが。九時ごろ終了し、帰宅。

四月十五日  金曜日  七九二一

  午前一時まで仕事をし、タクシーで帰って来た。個人タクシーの運転手さんがモーツァルトを掛けていた。何となく、優しそうな人だった。

四月十六日  土曜日  七九二二

  今日は、音楽教室を九時から二時間もやった。××は大分疲れたようだ。

  それから、×××××練習と定例会。××さんから『秋の童話』を借りた。
四月十七日  日曜日  七九二三

  朝、×××を連れて公園で遊ぶ。×は三輪車が得意である。キャッチボールも好きだ。×××は犬が大好きである。遠くの犬もすぐ発見してしまう。

  午後四時、久しぶりに××訪問。吾輩は長い時間寝てしまった。

四月十八日  月曜日  七九二四

夜十一時半まで仕事。帰宅後メール整理、ホームページ整理。そして、この日記帳。

四月十九日  火曜日  七九二五

  雑記帳更新や、ＨＤＣＡ、『五つの想い出』など。

四月二十日  水曜日  七九二六  雨

  午後より川越に出向く。夜は焼き鳥。

四月二十一日  木曜日  七九二七

  自分で散髪。

四月二十二日  金曜日  七九二八

  昼は×××。×××××は通し。

四月二十三日  土曜日  七九二九

  家族五人で合宿参加。今回は、帰りに××に寄るという催し付きだ。

昼はいつものように、浜金谷のGustoで食べた。

  ブラームス、だったん人、フィンランディア。子供たちは宴会でも走り回っていた。

四月二十四日  日曜日  七九三〇

  昼食後帰路につき、浜金谷でお土産を買って、××に到着。夜遅く迄居て、帰って来る。

四月二十五日  月曜日  七九三一

  夜は××××でラーメン。最近は細めんを食べている。

四月二十六日　火曜日  七九三二

  夜十一時近くまで仕事。
四月二十七日  水曜日  七九三三

  昨日と同じ時間まで仕事。昼は独りで寿司に行った。

  ホームページの更新。
四月二十八日  木曜日  七九三四

  ×××××後、ふたたび会社に戻った。昼イタリアン、夜は××町の喜多方ラーメン。

  ××は練習に出なかった。

四月二十九日  金曜日  みどりの日 七九三五

  会社の××さん一家と東京フォーラムでベートーベンを聴く。井上道義指揮、長栄交響楽団（台湾）の演奏で『運命』。赤ちゃんでも聴けるという企画で、たくさんの子連れが来ていた。とても良い企画だ。

  その後、皇居前広場や本丸、天守閣跡などに行った。

四月三十日  土曜日  七九三六

  ×××××で室内楽の会。吾輩が参加したのは、

モーツァルト『アイネ・クライネ・ナハトムジーク』(弦楽)

ビバルディ 四つのバイオリンのための協奏曲（バイオリン＋ピアノでピアノを弾いた。）

ボロディン 弦楽四重奏曲第二番第三楽章（弦楽四重奏）

の三曲であった。

五月一日  日曜日  七九三七

  マザー牧場に出掛けた。

  ここに行ったのは、小学校の野球の合宿の帰りにジンギスカンを食べたのと、十年くらい前に、はとバスで来たのと、すでに二回来ている。

  無論自分の妻子を連れてくるのは初めてである。

  夕食は津田沼近くの『藍屋』。

五月二日  月曜日  七九三八

世間は休んでいる人も多いが、職業柄月初は忙しいので、休めない。会社に行く。明日から楽しみにしていた蓼科旅行で、初めて早朝出発する予定だ。 

五月三日  火曜日  七九三九

  何と三時に起床することが出来た。そして驚くべき事に、四時に車に乗り込んで出発することが出来たのである。我が家としては快挙である。今まで予定よりどんどん遅くなって、結局十時位出発となり、渋滞に巻き込まれるのが常だった。

  談合坂でおにぎり、八時白樺湖着。ボートに乗り、それから女神湖に行き、そばを食べた。ピラタス、蓼科湖、横谷温泉と進んだのだが、××がピラタスの丘の舞台のようになっている所で、面白い芸をやった。｢××ちゃんが、変な踊りをします。｣と言って、変な顔で踊る芸と、バイオリンを弾く真似をし、｢シャーロー、シャーロー。高野××、よろしくお願いします。｣というやつだ。

  旅館では、××氏と会い、食事の後に、飲みまで奢ってくれた。

五月四日  水曜日  七九四〇

  今日は、山歩きをした。まず旅館の周辺の横谷峡を歩く。××と×はぴょんぴょん飛び跳ねていたが、×××はなかなか歩かない。

  しかし、横谷王滝の観瀑台の辺りでは、木の棒を持って良く歩いた。

  昼は蓼科湖近くでそばを食べ、聖光寺で桜を見、ピラタス近くの｢アミューズメント水族館｣を見に行った。プール平の公衆浴場にまで入った。

  八時半頃、蓼科を離れ、午前一時に帰宅した。

  今回の旅行は、一泊とはいえ、思う存分に満喫した、充実度の高い旅行だった。

五月五日  木曜日  七九四一

 市川で××××××××××××。××の両親が来て、子供の日のプレゼントを貰った。
五月六日　金曜日  七九四二

  ×××××。練習後また会社に行った。
五月七日  土曜日  七九四三

  ××の音楽教室の後、会社に言って、夜中十一時過ぎまで仕事した。バイオリンメンバーのファイル作成。

五月八日  日曜日  七九四四

  ××の友達、××君来る。母の日で××にカーネーション。

  ××××××に、××が保育で描いた絵が飾られたので見に行った。とんかつ××。

五月九日  月曜日  七九四五

  十一時半まで仕事して、××××でラーメン。

  自作曲『HDCA』を打ち込み。
五月十日  火曜日  七九四六

  遅くまで会社。×××××関係の仕事をまとめて行う。

  自作曲『HDCA』完成。

五月十一日  水曜日  七九四七

  シンガポールからお客さんが来る。接待。

五月十二日  木曜日  七九四八

  またまた遅く帰宅で××××でラーメン。

五月十三日  金曜日  七九四九

  ×××××。

五月十四日  土曜日  七九五〇

  ヨーロッパの列車（隣の車両に移れない。）と予備校の夢を見た。

  ××音楽教室とバイオリン教室。

  夜、××××××がうちを訪問。家族に会うのは三回目だが、×××に会うのは初めてだ。前回はお腹の中に居たから。

  プラレールなど子供たちと一緒にやってくれた。

五月十五日　日曜日  七九五一

  市川公民館で××××××××××××。自宅には××の友人が五人来たそうだ。

五月十六日  月曜日  七九五二

  朝会議。

五月十七日  火曜日  七九五三

  通常通りの一日。

五月十八日  水曜日  七九五四

  今日も前日に同じ。

五月十九日  木曜日  七九五五

  台湾から××××が来て、打ち合わせ。昼は寿司。夜は飲み屋。

五月二十日  金曜日  七九五六

昼はそば。

五月二十一日  土曜日  七九五七  

  ××は出で、吾輩は子供たちと自転車で遊ぶ。もちろん音楽教室もあった。

夜は×××デニーズ。

五月二十二日  日曜日  七九五八

  今日も××は出。自転車で××××××に行った。

  夜は、久しぶりに御台場のアクアシティーに行った。『義経』。

五月二十三日　月曜日  七九五九

  相変わらずの月曜日。

　
五月二十四日  火曜日  七九六〇

  朝八時半からスイス人のお客さんが来て会議。昼は××××で。

五月二十五日  水曜日  七九六一

  オーケストラで野球をやる夢を見た。

五月二十六日  木曜日  七九六二

  同期会、××｢××××｣にて。

五月二十七日　金曜日  七九六三

  飛行機に乗り遅れる夢。

  会社では、新しいコンピューターへの入れ替えに備えて机の上を整理した。

  ×××××。

五月二十八日  土曜日  七九六四

  保育園の遠足で、立つレッサーパンダで有名な、千葉市動物公園に行った。××は出なので、吾輩のみで連れて行く。しかし、先生達が主に×××を見てくれた。


五月二十九日  日曜日  七九六五

  交通博物館と日本橋のコレド。そして××××××で写真をＣＤにしたりする。

  『電車男』を読み始める。

五月三十日  月曜日  七九六六

朝五時まで掛かって『電車男』読了。

会社では、新しいコンピューター。

会社で送別会があった。××さんに、演奏会の案内をする。  
五月三十一日  火曜日  七九六七

  この頃、まとまった夢を見るが、すぐに忘れてしまう。

  昼は××でカレー。『電車男』後日談などを知った。

  ×水疱瘡で聖路加。

六月一日　水曜日  七九六八

昨日に続き、三人とも休み。今日は××が休んで看病した。

  ×の散髪をする。

六月二日  木曜日  七九六九

  喉が痛む。子供たちは相変わらず休み。今日は午前半休した。

  斎藤孝の本を最近良く読む。『文脈力』『恋愛力』『天才－突破力』などについて書かれている本を読んだ。

六月三日  金曜日  七九七〇

母と、家から船で出掛ける夢を見た。

今日は××から応援に来てくれた。

六月四日  土曜日  七九七一

  ×××も水疱瘡になった。××医院に行く。××音楽教室は、何と先生が病気で休み。

  ×××××練習。分奏も行われた。

六月五日  日曜日  七九七二

  ××は××××の練習。吾輩は子供たちと遊ぶ。『義経』。
六月六日　月曜日  七九七三

  ××が休む。子供たちも全員休み。

六月七日  火曜日  七九七四

  相変わらず。

六月八日　水曜日  七九七五

今日は吾輩が休み。××だけ保育園。×××はもう治りかけている。しかし、うつすといけないので保育園には行くことはできない。

第三台場、××デニーズに行った。

   　
六月九日  木曜日  七九七六

  ××と×が保育園に行った。 

六月十日  金曜日  七九七七

  三人揃って保育園に行った。吾輩は相変わらずいつも、九時、十時まで仕事している。

六月十一日  土曜日  七九七八

  音楽教室二時間に、バイオリン教室。また御台場の海。

  夜は六本木で大学同期会。

六月十二日  日曜日  七九七九

  行徳で××××××××××××。車で行った。××は大手町で××××の練習。

  『義経』。

　
六月十三日  月曜日  七九八〇

  夜、日比谷公会堂の演奏の件で打ち合わせ。

六月十四日  火曜日  七九八一

  ××、遅番でシッター××さん。

　
六月十五日  水曜日  七九八二

『バロックの森』でカンタータ第一七〇番をやっていた。

  ヤフーでブログなるものを作成してみた。

六月十六日　木曜日  七九八三

  ワンタッチ折り畳み傘を買った。なかなかいい。

『間違いの無い日本語』、『博士の愛した数式』（小川洋子著）、『常識として知っておきたい世界の三大宗教』など買う。
六月十七日  金曜日  七九八四

　やっとまともな年休取得。昼は××××××で食事。××のバイオリンの弓の毛を替えに代々木まで行く。途中渋滞していて、難渋した。

  ×××××。

  みんなにメールを書いた。

六月十八日  土曜日  七九八五

××はグリーンの練習。

父親参観。父母総会。そのあと××のバイオリン練習。××公園、横十間川親水公園。

『オールイン』（NHK）。

六月十九日  日曜日  七九八六

  父の日のプレゼントを渡しに行った。

  ××××××××××××本番。××教会にて。指揮××××氏。

  カンタータ第七五番、一六九番。打ち上げにも出て来た。

六月二十日  月曜日  七九八七

普通の日。 
六月二十一日  火曜日  七九八八

  昼××××寿司。夜×××。

六月二十二日  水曜日  七九八九

  『電車男』映画版。

夜××××。

六月二十三日  木曜日  七九九〇

  ×××××本番二日前で練習。大分まとまって来た。
六月二十四日  金曜日  七九九一

  今日も練習。ふたたびみんなにメールを書いた。

　
六月二十五日  土曜日  七九九二

  午前中××音楽教室。

  ×××××本番。

シベリウス『フィンランディア』

ボロディン『だったん人の踊り』

ブラームス 交響曲第四番。

アンコールにバルトークの小品。

夜公演なので、午後から練習。早速××さんや、他にも多くの人が来てくれた。

打ち上げにも出たが、ちょっと驚いたこともあった。

六月二十六日  日曜日  七九九三

  葛西臨海公園。『義経』は義仲最後。

  のど痛む。

六月二十七日  月曜日  七九九四

  ×が熱。吾輩は九時過ぎまで仕事。

六月二十八日  火曜日  七九九五

  ××遅番。デュルフレ、ラジオを録音。

六月二十九日  水曜日  七九九六

  ××さんと打ち上げの時の件で連絡を取る。

六月三十日  木曜日  七九九七

  急遽休みを取り、×××を××医院と××眼科に連れて行った。

二〇〇五（平成十七）年七月一日　金曜日 七九九八

  ×××××。練習場所が元に戻り、教育センターとなった。約一年ぶりだろうか。一年長かったような、短かったような。
七月二日　土曜日  七九九九

  音楽教室、バイオリン。近頃は両方とも吾輩が付き添っている。その間×××はジャブジャブ池。

  全員で千代田線など乗りに行き、表参道のマクドナルドに入った。
七月三日　日曜日  八〇〇〇

  日記開始第八〇〇〇日記念日。また一人で祝っている。

  今日は、秩父鉄道のSL、C58に乗りに行った。熊谷まで車で行き、そこから三峰口迄の往復だ。三峰口には車両公園があって、蒸気機関車のターンテーブル実演が見られた。子供たちも親も楽しく過ごせた。

  SLや お菓子に目が行く こどもたち

  いつものように、『義経』。

七月四日　月曜日  八〇〇一
  早朝、電話を××××××定額制に変更した。

  今度の旅行の為に、××で民宿を予約。

七月五日　火曜日  八〇〇二

  シッター××さん。

  群馬サファリパークの割引券を申し込んだ。
七月六日　水曜日  八〇〇三

  締めの作業。

七月七日　木曜日  八〇〇四

  夜、七夕ナイトというパーティーが催され、ビールなどが振る舞われた。

  『電車男』のドラマ（フジテレビ）第一回。
　
七月八日　金曜日  八〇〇五

  ×××××、××××ス第三番の練習。

七月九日  土曜日  八〇〇六

音楽教室、バイオリン教室、定例会、×××夏祭。

今日は四つの仕事をこなした。

七月十日  日曜日  八〇〇七

  今日から旅行。朝五時出発。この前の蓼科の時と同じく、早朝出発に成功した。

  先週同様関越道路で北上。上里で休憩。

  まず群馬サファリに行った。熊がボンネットに乗って来たりした。動物を抱っこしたりできる所もあって、子供たちは大喜びだった。

  それから、横川でアイスを食べて、『鉄道文化村』に行った。ここにはたくさんの電気機関車、そして一八九系特急電車などが飾られており、かつ、ミニSL､鉄道模型ショーなどもあり、盛りだくさんだった。

  これで、動物と鉄道という、そこそこバランスが取れた見物となっただろう･･･？

  宿は軽井沢の民宿×××だ。とても居心地の良い所だった。

  『義経』は一の谷の戦い。

七月十一日  月曜日  八〇〇八

  鍵紛失騒動もあったが、無事発見。十時にチェックアウトし、鬼押し出しに行った。聞くところによると、道路が復活したのはわずか十日前だそうで、知らずに来たが、良かった。鬼押し出しで昼食。

  鬼押し出しの後、おもちゃ王国に行った。月曜日の為、乗り放題の切符を買ったら、有効に使えた。プラレールで遊べる所もあって、××と×は夢中になって遊んでいた。

  旧碓井峠を通って、有名なアプト式鉄道の橋も見られた。横川で峠の釜飯を食べ、帰途に就いた。九時半帰着。

七月十二日  火曜日  八〇〇九

  『うちの子にかぎって』第十一話第二十周年記念日。

  昼は寿司。×さんと。会社は遅くなり、タクシー帰宅。

七月十三日  水曜日  八〇一〇

帰宅は夜遅くなったがそのあと自散髪。

七月十四日  木曜日  八〇一一

  十一時まで会社。

  『電車男』第二回目。

七月十五日  金曜日  八〇一二

  ×××××。総会は延期された。その代わりに運営委員会。

七月十六日  土曜日  八〇一三

  ××は音楽教室のサマーコンサートで初めて両手で一曲弾いた。『さんぞくのうた』という曲だ。一週間の練習の甲斐あった。

  ユニクロとヨーカ堂に行った。

七月十七日  日曜日  八〇一四

  子供たちはジャブジャブ池で遊んだりした。

  明日からの韓国出張の支度。『義経』。
七月十八日  月曜日  海の日  八〇一五

  十一時半に出発して成田に一時半集合。

  アシアナ航空でソウルには六時頃、ホテルには八時頃着いた。食事に出て、大衆的な焼き肉屋に飛び込んで食べた。
七月十九日  火曜日  八〇一六

  会議。英語がつらい。

  夜は有名な焼き肉屋に案内された。

七月二十日  水曜日  八〇一七

  会議。ますます英語がつらい。それなのに、どんどん振られてくる。

  今日は、夜は、ハングゲチプ（韓国の家）に案内され、食事と民族舞踏を観た。

七月二十一日  木曜日  八〇一八

  午後四時まで会議して、帰路に就いた。帰りは四人だ。

  慌ただしくて、お土産を買う時間が少なかった。

  帰宅は夜十一時頃になった。録画していた『電車男』第三回を観た。

七月二十二日  金曜日  八〇一九

  昼は×××で食事。

  ×××××と運営委員会。ようやく筋道は見えて来たのだろうか。

七月二十三日　土曜日  八〇二〇

  音楽教室とバイオリン教室。

  横十間川でボートに乗る。大きな地震が発生した。震度五だそうだ。

御台場にも行った。

  『オールイン』。韓国から戻ったばかりなので違和感が無い。

七月二十四日  日曜日  八〇二一

××××××××××××は×××文化センター。反省会と、第一一〇番、七四番、五七番。三時までだったので時間がある。

家族全員で自転車で×橋や×大橋に行った。

夕食は×××デニーズ。『義経』。

  夜遅くホームページ更新

七月二十五日  月曜日  八〇二二

  タクシーで帰宅。

七月二十六日  火曜日  八〇二三

会社の××さんがメロンを一個下さった。
七月二十七日  水曜日  八〇二四

××は今日からわいわいキャンプに出掛けた。初めて友達同士で泊まる。

  昼、歓迎会昼食をフランス料理でやる。

七月二十八日  木曜日  八〇二五

  バッハ没後二五五年記念日である。

  昼、××さんとおかかで食べた。『電車男』第四回。仕事が二十二時規半位迄だったので、録画しておいた。

七月二十九日  金曜日  八〇二六

  ×××××、運営委員会。

  ××がキャンプから帰って来た。

七月三十日  土曜日  八〇二七

  ××バイオリン教室。ジャブジャブ池。

  家から隅田川花火大会を見た。  

七月三十一日  日曜日  八〇二八

  船橋三番瀬海浜公園の流れるプールに行った。

  ミラ空調のつまみが壊れた。

  ×××デニーズ。

八月一日  月曜日  八〇二九

  ミラの空調つまみダイハツで応急処置して貰う。

  二十三時半頃迄仕事。

八月二日  火曜日  八〇三〇

  月初で二十二時半位迄仕事。

八月三日  水曜日  八〇三一

  昼、××会館で食べた。

八月四日  木曜日  八〇三二

実はこれを書いているのは、二〇〇六年三月なのだが、この日は手帳に何も書いておらず分からない。ただ、仕事が忙しかった事は確かである。  

八月五日  金曜日  八〇三三

  ×××××分奏後再び会社に戻り、午前二時半迄仕事した。
八月六日  土曜日  八〇三四

××音楽教室。

今日は七五三の写真を撮りに、錦糸町の××××に行った。×の七五三を何時やるか迷ったのだが、今回一緒にやってしまう事にした。

衣装は全て貸してくれる。みんな着物などを着られるので大喜びだ。特に×××は、まるでモデルになったかのような、すましっぷりだ。

ちょっとした番狂わせもあったが、写真は無事撮り終わり、ほっとした。

  バーミヤンで食べた。

  江戸川の花火を見にドライブし、篠崎街道で、花火が良く見えた。

八月七日  日曜日  八〇三五

  ××は、エキストラの練習に出る。

  チェンバロを弾いた。子供たちと自転車で佃公園に行った。

  『義経』の後に、『特命係長只野仁』（テレビ朝日）を二十二時から見た。

八月八日  月曜日  八〇三六

  自転車撤去さる。

八月九日  火曜日  八〇三七

  日記開始第二十二周年記念日。

  昼、××××寿司。

八月十日  水曜日  八〇三八

  昼、××××、タクシー帰り。

八月十一日  木曜日  八〇三九

  ×××××は欠席して、仕事を遅くまでやり、タクシーで帰宅した。
八月十二日　金曜日  八〇四〇

  飯坂温泉へ出発。

  最近の例の如く、六時ごろ出発した。しかし、福島近くになるとなかなか混んでいた。昼食は那須高原。まずは猪苗代湖のほとり、野口英世記念館、会津民俗館に行った。

  宿泊は、ほりえや旅館という、大正時代からの旅館で、鯖湖湯という温泉が隣にあった。

  今日は、日航機事故二十年なので、テレビで特集をやっていた。

八月十三日  土曜日  八〇四一

今日は、足湯につかり、鯖湖湯に入り、近所の堀切家を見学したりした。早稲田中学高等学校の出身者の家だそうだ。

医王寺で佐藤継信、忠信兄弟の墓を見た。××は『義経』でおなじみなので喜んでいた。

××不動という寺にも行き、そばを食べたりした。

  アンナズ・ガーデンという、ちょっとオシャレな所にも行った。

  土湯道の駅、二本松経由で帰宅し、二十三時に着いた。『オールイン』を見た。

八月十四日　日曜日  八〇四二

  本祭りなので、××へ。××家も来た。

  『義経』。
八月十五日  月曜日  八〇四三

  妻と子供たちは、三日間の予定で××に行った。

  同僚の歓迎会。

八月十六日  火曜日  八〇四四

  バイオリンの公聴会なるものがあったのだが、忙しくて出られなかった。

八月十七日  水曜日  八〇四五

今日、妻子が帰って来た。   

八月十八日　木曜日  八〇四六

  ×××××総会。  

八月十九日  金曜日  八〇四七

  スイスからDr. ××××が来ていて、××で昼食を一緒に食べた。

  夜遅く帰宅。

八月二十日  土曜日  八〇四八

  ××音楽教室とバイオリン。みんなで東京ビッグサイトの鉄道模型展に行った。

  ××で××××××練習。
八月二十一日  日曜日  八〇四九

  御台場で蝉取り。

  ××が××××座の練習で鬼子母神まで送っていった。

八月二十二日　月曜日  八〇五〇

  お腹の調子が悪く、休んだ。

  自転車を奪還して、××の××××ラーメンで食べた。

  『博士の愛した数式』(小川洋子)、『結婚』(ルーテル神学大学)を読んだ。
八月二十三日  火曜日  八〇五一

  昼は××で食べた。午後九時四十五分まで仕事。
　
八月二十四日  水曜日  八〇五二

  予算で忙しい毎日。

八月二十五日　木曜日  八〇五三

今日も忙しい。 
八月二十六日  金曜日  八〇五四

  ××は若洲のキャンプに出掛けた。昼、カレーチャーハンを食べた。

八月二十七日　土曜日  八〇五五

  ××は仕事。××を若洲に朝九時半に迎えに行った。

昼、××のバイオリン教室と、×××××練習。

八月二十八日　日曜日  八〇五六

  ××の練習が×××であった。午前中は三人を連れて××××××で買い物。

  ××は夜××××の練習。『義経』。

八月二十九日  月曜日  八〇五七

  ××と子供たちは休み。

  夜九時から、広島の原爆のドラマを見た。あの『うちの子にかぎって･･･』の八木康夫プロデューサー、遊川和彦脚本。
八月三十日  火曜日  八〇五八

  夜、××亭で食べた。

八月三十一日　水曜日  八〇五九

夜十時半まで仕事。

九月一日　木曜日  八〇六〇

  ドラマ『電車男』。

九月二日  金曜日  八〇六一

  ×××××欠席。『はるか十七歳』（テレビ朝日）。

九月三日  土曜日  八〇六二

  ××音楽教室バイオリン教室。保育園では謝恩会委員で××が出る。

　
九月四日　日曜日  八〇六三

  ××は××××。××町でキャッチボールをして、久しぶりにチェンバロを弾いた。サイゼリアで食べた。
九月五日  月曜日  八〇六四

月次の締めで忙しい。

九月六日  火曜日  八〇六五

  昼は××。夜、十一時十五分まで仕事。

九月七日  水曜日  八〇六六

  昼、初めて焼き鳥亭で食べた。
九月八日  木曜日  八〇六七

森下で×××響でシベリウスの三番を練習。昔××××で弾いた曲だ。

『電車男』は無かった。 

九月九日　金曜日  八〇六八

  ×××××、フォーレ、デュルフレ。会社に戻り午前三時まで仕事した。

九月十日  土曜日  八〇六九

××バイオリン。音楽教室は休み。

夜、××××の練習。

九月十一日  日曜日  八〇七〇

  ×××三歳の誕生日。

  衆議院選挙。

××××本番。船橋市民文化会館。××××指揮。

チャイコフスキー『スラブ行進曲』

ベートーベン バイオリン協奏曲ニ長調 独奏××××
ドボルザーク 交響曲第七番二短調作品七〇

××と子供たちは××会に出席。

九月十二日  月曜日  八〇七一
  九時くらいまで仕事。

九月十三日　火曜日  八〇七二

  駒込アザレア通りのイタリア料理やで会。

九月十四日  水曜日  八〇七三

  ×××響。

九月十五日  木曜日  八〇七四

『電車男』。

九月十六日  金曜日  八〇七五
　×××××。フォーレのパヴァーヌと××××ス『オルガンつき』の前半。

九月十七日　土曜日  八〇七六

岩井海岸で合宿。

九月十八日　日曜日  八〇七七

  ××欠席。練習終了後、館山の××に向かう。岡田屋、ほりえや旅館に引き続き、××トラベルで予約したのだった。

九月十九日　敬老の日  月曜日  八〇七八

  館山城山公園。館山ジャスコで食事。ここは開店当時、××フィルの合宿で来ていて、かばんを買った所である。また、一九九八年頃自転車でも来たことがある。

  砂山に行った。思ったより変わっていなかったが、頂上の草木が多くなっていた。

  市原で食事。
九月二十日  火曜日  八〇七九

××遅番。××さん。

九月二十一日　水曜日  八〇八〇

  休みを取って、代々木にバイオリンとビオラの弓の毛を替えに行った。

  サイゼリアで夕食。『その時歴史が動いた』では、藤堂高虎を扱っていた。

九月二十二日  木曜日  八〇八一

  ××さんの送別の会があった。『電車男』最終回。

九月二十三日  金曜日  八〇八二

  ×××××。デュルフレ、オルガン後半。

九月二十四日  土曜日  八〇八三  雨

  音楽教室忘れ。午後二時半から××のバイオリン教室。

  ヨシの『恋バナ赤』読了。

九月二十五日　日曜日  八〇八四

  銀座、不二家、天賞堂、××××、××、デニーズ、××××××、『義経』。

九月二十六日  月曜日  八〇八五

  何か会があって、二次会のカラオケまで参加した。

  ××、××休み。

九月二十七日　火曜日  八〇八六

××遅番××さん。

昼、バイオリンとギターで『アベ・マリア』の合わせをやつた。

夜××××で食べた。

九月二十八日　水曜日  八〇八七

  ×××××。フォーレ全。

  『その時歴史が動いた』は戦艦大和。
九月二十九日  木曜日  八〇八八

  バイオリン練習。明日の××さんの送別会でバイオリンをギターと合わせて弾く為。曲は『アベマリア』とG線上のアリアと贈る言葉。

九月三十日  金曜日  八〇八九

  六本木で××さんの会。ラーメンを食べて、タクシーで帰宅したのは午前三時半。

　
十月一日  土曜日  八〇九〇

  ××音楽教室、×××響の練習。

十月二日  日曜日  八〇九一

××。市川の消防署の上の男女共同企画センター。  
十月三日  月曜日  八〇九二

  月次締め。段々落ち着いてきているが。

十月四日  火曜日  八〇九三  
  昼、定食屋。『ダビンチコード』を読んだ。

  ×××響練習。 

十月五日  水曜日  八〇九四

  昼××、夜庄屋。

十月六日  木曜日  八〇九五

  昼、××。ダン・ブラウンの『ダビンチコード』読了。

  『電車男－もう一つの最終回』。

  ××さん宅へ迎えに行った。

十月七日　金曜日  八〇九六

  ×××××。分奏。

十月八日  土曜日  八〇九七

  ×××大運動会。両親来る。吾輩も久しぶりにリレーに出たり、××を肩車して騎馬戦に出たり、綱取りをしたり、楽しんだ。

十月九日  日曜日  八〇九八

  『××××スの注意点』発信。

  有栖宮公園の向かいのドイツ展 Deutscheshaus に行った。

  勝鬨橋のデニーズ。ここも、ベビーカーでないので、階段が楽になった。

　
十月十日　体育の日  月曜日  八〇九九

  定例会欠席。夜の練習に出た。

  デュルフレ、××××ス。

十月十一日  火曜日  八一〇〇

  夜十時十五分まで仕事。プルト決め、注意点発信。

十月十二日  水曜日  八一〇一

  ××水上バスで遠足。十一時まで仕事。

  プルト発表。
十月十三日  木曜日  八一〇二

  ×××響。
十月十四日  金曜日  八一〇三

  昼×××。

  ×××××、フィンランディア。××××ス後半など。

十月十五日　土曜日  八一〇四

  音楽教室、バイオリン。

  夢の島公園のコロシアムで遊んだ。若洲をドライブして、サイゼリアに行った。

十月十六日　日曜日  八一〇五

  墨田トリフォニーで×××響本番。

  ××××指揮。

シベリウス『フィンランディア』

シベリウス 交響曲第三番ハ長調

ラフマニノフ 交響曲第二番ホ短調

  とんかつ××で夕食。

十月十七日  月曜日  八一〇六

  レポートを出す。

  会社の送別会。

  エキストラ集め。

十月十八日　火曜日  八一〇七

  上大岡トメの『きっぱり』を借りて読んだ。

十月十九日  水曜日  八一〇八

  ××は、×××の三歳児検診。

十月二十日  木曜日  八一〇九

  保育園に迎えに行った。虎集め。

十月二十一日　金曜日  八一一〇

  休暇を取って、書類、楽譜の整理をした。

  三歳児検診。

  ×××××。

十月二十二日　土曜日  八一一一

××音楽教室、バイオリン。

学校公開で××小学校に行った。久しぶりである。御台場にドライブ、××××××で芝のラーメンを食べた。

『注意点』メール送信。

十月二十三日  日曜日  八一一二

××××××××××××欠席して、家族と春日部湯元温泉に行った。今日は暑い日だった。  

なかなか楽しめる所だった。

十月二十四日  月曜日  八一一三

  ×××写真代払う。

  　
十月二十五日  火曜日  八一一四

  休暇を取った。

  保育園の迎え。
十月二十六日  水曜日  八一一五

  一日休暇を取ると、大分会社も楽である。

十月二十七日　木曜日  八一一六

  ×××××弦分奏。

十月二十八日  金曜日  八一一七

  ×××××。デュルフレ、××××ス。

十月二十九日  土曜日  八一一八

  津波の夢、演奏会などの何かの催しに出忘れる夢。

  バイオリン教室。

十月三十日　日曜日  八一一九

  ×××大バザー。

  ××、××××にて。自散髪。

十月三十一日  月曜日  八一二〇

  宗教改革記念日。

  ×、保育園で頭ぶつけた？

  探していた中村由利子の楽譜を見つけた。

十一月一日  火曜日  八一二一

東証でシステム障害が起きた。

ベットの下から色々出て来た。××君サントリーOK。

十一月二日  水曜日  八一二二

昼、××××。

十一月三日  木曜日  八一二三

  ××××市川文化会館。

  大掃除した。

　
十一月四日  金曜日  八一二四

三十六歳誕生日。

昼、××××××にて。

×××××で、パヴァーヌ、××××スのオルガン。

十一月五日  土曜日  八一二五

  ×××××合唱合わせ。来年一月二十九日のサントリー特別演奏会に向けて、練習回数が多くなっているのだ。

  ××の音楽教室もあった。バイオリン教室は休み。

  夕食は××デニーズ。

十一月六日  日曜日  八一二六

  七五三の会をやった。××ばあばと××ばあばが来てくれた。寿司を食べた。

  ××八幡宮に詣でる。

  『義経』。

十一月七日  月曜日  八一二七

昼は××。××××近くの本屋で首都圏地図三万分の一を買う。

本多美奈子死去の報受ける。

十一月八日  火曜日  八一二八

  中沢新一『アースダイバー』(講談社二〇〇五)を読んだ。
　
十一月九日　水曜日  八一二九

  高木俊朗『知覧』(角川文庫昭和四〇年)を読んだ。この高木さんという人は、××××中学高校の卒業生で、学校で配布されたのだ。二十年もずっと読んでいなかったものだ。

読み応えがあり、重苦しかった。

十一月十日  木曜日  八一三〇

  昼××××ラーメン。夜神楽坂で会。

  自転車また持っていかれた。

十一月十一日  金曜日  八一三一

  ×××××は××のみが出て、吾輩は子守りをしていた。

十一月十二日  土曜日  八一三二

  母の誕生日。六五歳。

  音楽教室もバイオリン教室も休みだったので、掃除後、油壷マリンパークに行った。埋め立て地の廃棄物処理場のトンネルを通っていくと、この方面はすぐである。

  魚敬で夕食。

十一月十三日　日曜日  八一三三

  ××さん来宅。

  吾輩は、××のゲネプロで市川公民館。××さんと入れ違いのようである。
  『トリック』。

十一月十四日  月曜日  八一三四

  朝会議。二十一時まで仕事。

十一月十五日  火曜日  八一三五

  ここの所、大体九時くらいが平均退社時刻であろうか。大分波が有るのだが。

十一月十六日  水曜日  八一三六

  放課後、四回の研修の第一回目として溜池山王駅経由で霞ヶ関ビルに行った。

十一月十七日  木曜日  八一三七

  実はこの日を書いているのは、二〇〇六年六月九日で、『おヨビでない奴』のタイムスリップの話第十九話『お願い未来に帰して』を見ながら書いているのだが、あいにく手帳に何も書いていないので、全然記憶が蘇ってこない。多くの日は、書き込みを頼りに、思い出すことが出来るのに。

十一月十八日　金曜日  八一三八

  ×××××。デュルフレ、フォーレ。

十一月十九日  土曜日  八一三九

  音楽教室、バイオリン教室。

  ××、風疹注射。××と×××、謝恩会会議。

  横十間川親水公園でボートに乗り、島忠で机を見たり、デニーズ、××××××に行った。夕食はそじ坊。

十一月二十日　日曜日  八一四〇

  上野動物園に行った。

  ××××ジョナサンで食事した。

十一月二十一日　月曜日  八一四一

会社の関係部署に、台湾と中国からお客さんが来ている。そして、中国に転勤する人の壮行会が有った。

十一月二十二日  火曜日  八一四二

  後楽園、ラクーアで中国台湾の人たちと食事。

十一月二十三日  勤労感謝の日  水曜日  八一四三

  ××本番、祐天寺聖パウロ教会。指揮××××。

  カンタータ第七四番『われを愛する者は、わが言葉を守らん』

  カンタータ第五七番『その人は幸いなり』

  前奏曲とフーガハ短調BWV５４６

  カンタータ第１１０番『われらの口を笑いで満たそう』

  ××より、義母義妹が来てくれていた。

十一月二十四日  木曜日  八一四四

  今日は内幸町経由で研修に行った。

十一月二十五日  金曜日  八一四五

  午前半休して、自転車を取りに行った。

  ×××××合唱合わせ。

十一月二十六日  土曜日  八一四六

音楽教室、バイオリン教室、×××××。定例会。

十一月二十七日　日曜日  八一四七

  掃除、八景島シーパラダイス、××××××、芝のラーメン。

『義経』、トーマス教会でのヘルベルト・ブロムシュテット、ライプツィヒゲバントハウスのバッハ『ロ短調ミサ』を見た。

十一月二十八日  月曜日  八一四八

  『××××』で会食。

十一月二十九日  火曜日  八一四九

  保育園送りをして、××を××歯科にみせる。歯医者は初めてだが、なかなか大人しくしていた。次に××の小学校検診で××小学校にいる時、×××の症状が酷くなって来た。

十一月三十日  水曜日  八一五〇

  五島勉『イソップ物語－その恐ろしい真相』（詳伝社文庫平成十一年）白鳥の歌の話など読んだ。

十二月一日  木曜日  八一五一

  テレビで心臓病の明美ちゃんと新聞記者の話を見て感動した。

十二月二日  金曜日  八一五二

  父が来てくれた。宮部みゆき『今夜は眠れない』(角川文庫平成十四年)を読んだ。

  『その時歴史が動いた』で中学の時習った××××先生がゲストで出ていた。日露戦争がテーマで日露戦争研究××××長というのになっているらしい。

  東てる美、サスペンス物など見た。

十二月三日　土曜日  八一五三

  ××が音楽教室、バイオリン教室に連れて行く。

 戦争のドラマでテレビ朝日の中井貴一、木村多恵、柳沢慎吾ら出演、『最後に見た街』を観た。

十二月四日　日曜日  八一五四  雨

  ××たちがクラッカーを用意して、お祝いまでしてくれた。

  シフォンケーキを食べたりしてみた。

十二月五日  月曜日  八一五五

  会社に出たが、いきなり月次締めで忙しい。

十二月六日  火曜日  八一五六

  ゴロー靴購入四周年。

十二月七日  水曜日  八一五七

  研修最終回。吉野屋で食べる。

十二月八日  木曜日  八一五八

  会社で書類のロッカーが詰まる。

十二月九日  金曜日  八一五九

  ソニーデジタルカメラ購入一周年。

  日比谷公会堂で明日のゲネプロ。××さんの家に三人を迎えに行った帰り、××町のセブンイレブンの前で、バッテリーが上がってしまって、保険会社経由で助けを呼んだ。結局バッテリーを交換しに××の手前まで行った。××××××という会社だ。

十二月十日　土曜日  八一六〇

  ×××××、日比谷公会堂依頼演奏会。××××指揮

  シベリウス『フィンランディア』

  フォーレ『パヴァーヌ』

フォーレ『レクイエム』

この演奏会は、××新聞の主催で××××氏の講演の第二部として企画された物である。いつもの定期演奏会と同様、ここでもコンサートマスターを努めた。

××バイオリン教室三時から。

  この日、一八三系特急列車が引退し、房総半島からも姿を消したのだそうだ。

十二月十一日　日曜日  八一六一

  ××××××。ベータビデオを久しぶりに試し、テープが出なくなる。
十二月十二日  月曜日  八一六二

  ソニーベータ相談に電話した。

十二月十三日　火曜日  八一六三

  『戦艦大和の全て３Ｇ』(扶桑社)を購入。

十二月十四日　水曜日  八一六四

  三浦展（あつし）『下流社会－新たな階層集団の出現』（光文社新書）を読んだ。

十二月十五日　木曜日  八一六五

午前休でソニーの人に修理来てもらう。

××××でカレーを食べて、出勤。

  　
十二月十六日　金曜日  八一六六

  会社の忘年会が有り、九段下のグランドパレスに寄り、それから×××××の練習に行った。

十二月十七日  土曜日  八一六七

  ×××のクリスマス礼拝。今回は演奏などの役割は無い。

  ×××を連れて××××××に行った。音楽教室とバイオリン教室は休み。
　
十二月十八日　日曜日  八一六八

  ××××××での××の練習に出た。第２２,２３番の練習だ。

  錦糸町のピノキオ写真館で年賀状の葉書を受け取った。七五三の写真付きである。

十二月十九日  月曜日  八一六九

  昼はパン。八時ごろまで仕事。
十二月二十日　火曜日  八一七〇

  ×××××弦練。

十二月二十一日  水曜日  八一七一

  段々年の瀬も迫って来た。職種柄、年末は比較的忙しく無いのが救いである。
十二月二十二日  木曜日  八一七二

  ××で食べた。

十二月二十三日  金曜日  八一七三

  外国の教会で、日本人が弦楽合奏と何かの儀式をやっている夢を見た。

  今日は××が仕事が出だった。

  音楽教室ではクリスマスコンサートがあった。子供三人を連れて行った。××はちゃんと弾いていた。プレゼント交換もする。

  ソニーのベータ修理が上がって、家に戻って来た。

十二月二十四日  土曜日  八一七四

  音楽教室、フロイデでのクラ五などの練習を××××さんらとしたあと、午後四時から、××のバイオリン教室もあった。
  オリンピックでついにDVDを購入した。シャープ製である。これでベータからDVDへの録画が可能となる。

十二月二十五日  日曜日  八一七五

  早速、ベータからDVD化を推進する。やっぱりまずは、『うちの子にかぎって･･･』第二部。

  ×××の散髪、年賀状書きなどもする。

十二月二十六日  月曜日  八一七六

  【夢】駅で最も早い帰り方を説明してくれる人がいる。

  今日は、吾輩も××も休みで××××××でとんかつを食べた後、『男たちの大和』を観た。

  『うちの子にかぎって･･･』第一部ダビング。

十二月二十七日　火曜日  八一七七

  タイマーを利用して、会社にいる時間もDVD化を進める。『ババはニュースキャスター』や『子供が見てるでしょ』など。

十二月二十八日  水曜日  八一七八

  録画モードの選択が難しい。細かいことだが、結構悩むことがある。
十二月二十九日  木曜日  八一七九

DVDケーブルを買ったり、旅行用のジュースやお菓子を買ったりした。バイオリンメンバー表を送る。

十二月三十日  金曜日  八一八〇

  さて、年末の二日は、今年も旅行である。

  去年は遅く出て小田原で足止めを食い大変なことになったが、今年の五月の蓼科旅行以来、早朝の暗い内の出発に切り替えている。今回も暗い内に出発した。目指すは渥美半島の伊良湖である。また、今回は、フェリーで鳥羽に渡る計画もあり、鳥羽水族館やスペイン村の割引券も獲得してある。

  昔、はとバスで、高台に立つ伊良湖ビューホテルに家族で行ったことがあるが、今回は伊良湖ホテルと言う半島のもっと先端の方のホテルに泊まるのである。

  朝八時頃には掛川周辺を走っていたのだから、画期的に早い。足柄、浜名湖で休憩しながら、まず第一の見学地は、ここも吾輩は二度目だが、豊川稲荷である。子供たちは、奥の方の大量のきつね像に驚いていた。賽銭を上げていた。参道の店でうなぎ･カレーを食べた。

  次は、渥美半島の田原市蔵王山だ。展望台がある。

  そして、薄暗くなってから、磯焼きの店の並んだ恋路が浜に辿り着いた。遠き島より、の歌碑がある。

  伊良湖ホテルは、家庭的でなかなか良いホテルだった。
十二月三十一日  土曜日  八一八一

  ××さんが小説を書いている夢を見た。

朝、日の出を見た。

やはり、三重県へ渡る。波が高いが、フェリー乗り場へミラで行った。

船は大きく揺れ、子供たちは、恐がっていた。しかし、鳥羽港に着く頃には大分治まって来た。

鳥羽展望台を経て、パルケ・エスパーニャに到着。ここは、ディズニーランドのスペイン版の様な所だと聞いていたが、本当にそんな気がした。牡蠣を食べたり、そばを食べたりし、またショーを見たりもした。

年末のカウントダウンも行われるようだが、我々は夕方には、退散だ。

再び鳥羽港へと、違う道で帰って来、例によってフェリーに車ごと乗り込んだ。予定のフェリーより、ぎりぎり一本前のに乗れてしまい、得した気分だ。

伊良湖に着くと、もう暗い。一般道を浜松まで走り、東名高速道路に乗った。

帰宅したのは、まさにカウントダウンと同時だった。

